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p.70  ギターの演奏を楽しもう

p.16  からたちの花
p.80  楽器の音色やリズム・パターンを 
	 生かして音楽を構成してみよう

　オーケストラのための音楽のジャンルにはさまざまなものがありますが、交響曲はその代表格です。18世紀の
ウィーンで完成された交響曲は、一般的に急・緩・メヌエット・急の四つの楽章をもちます。モーツァルトの「交響
曲第40番」を通して、オーケストラの響きや、主題が展開されたり再現されたりするおもしろさを味わいましょう。

　「交響曲第40番」は1788年に作曲されました。交響曲第39番、第41番とともに「三大交響曲」
として知られる、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（1756〜1791）晩年の作品で、
彼が残した数少ない短調の作品の一つです。弦楽器群、１本のフルートと、２本ずつのオーボ
エ、クラリネット、ファゴット、ホルンの小規模な編成をとります。

交響曲第40番 ト短調 K.550
ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart）

Wolfgang Amadeus Mozart

モーツァルト晩年の交響曲モーツァルト晩年の交響曲
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終結部

第１楽章

　疾走するような伴奏にのって、ヴァイオリンがト短
調の第１主題を提示します。橋渡しとなる部分を経て、
弦楽器とクラリネットなどが交替しながら、変ロ長調
（平行調）の第２主題を提示します。
　提示部の終結部では、第１主題の２度で下行する動
きが繰り返し用いられます。

　展開部では、第１主題が嬰へ短調で奏された後、転調を繰り返しながら高音域と低音域の間で交互に現れて展開
されます。

　静寂な部分を挟んだ後フォルテに転じ、２度で上行や下行する動きを多用した新たな旋律が現れ、展開部を締め
くくるための盛り上がりを見せます。

　２度で下行する動きが３回繰り返されることが特徴
的です。それに続いて跳躍した後、順次進行で降りて
きます。

　付点２分音符で延びた音からゆったりと下行する動
きをもちます。第１主題とは対照的に、やわらかな雰
囲気をもちます。

提示部

展開部

第１主題 第２主題

交響曲を味わおう
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Ａのリズム・パターン

楽器の音色やリズム・パターンを生かして音楽を構成してみよう

　打楽器の音色や、楽器の特性を生かしたリズム・パターンに着目して、音楽を構成してみましょう。
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　ウッドブロックに合わせて、 Ａのリズム・パターン （トライアングル、クラベス、タンブリン）を演奏しよう。

　時計の音やメトロノームなどをイメージして、ウッドブロックを一定の速度で拍を打とう。

　 Ａのリズム・パターン  を反復したり、重ね方を工夫したりして８小節の音楽を構成しよう。

ウッドブロック 繰り返す

ウッドブロックは、速度が保てるように
頑張って！

「Rhythmttraction!!」(リズムトラクション)はメトロノームに合わせて、さまざまな打楽器を練習する姿を表現した曲。実際に演奏してみるとメト
ロノーム役のウッドブロックが打つ拍が、他の楽器の演奏するリズムに影響され、速度の維持が難しい。

ウッドブロック

トライアングル

クラベス

タンブリン

●トライアングル ●クラベス ●タンブリン

＋（クローズド）	…響きを止めて打つ
○（オープン）	 …響かせて打つ

（トレモロ）… 	楽器を細かく振る
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（ch）

右 手

0…開放弦

きらきら星 フランス民謡　編曲：佐藤麻耶★

シューベルトの子守歌
作曲：F. シューベルト　編曲：佐藤麻耶★

左指は、フレットのすぐ横を、
指板に対して垂直に押さえると
いいよ。
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ギターの演奏を楽しもう
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作詞者の北原白秋（1885～1942）が、少年時代を過ごした福岡県・柳
やな

川
がわ

市の「からたちの木」にまつわる思い出を詠んだものである。作曲は日本
楽壇の先駆者の一人 山田耕筰（1886～1965）である。

からたちの花 作詞：北原白秋
作曲：山田耕

こう
筰
さく
☆
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独
唱
・
斉
唱

日本の歌を歌おう

音楽を構成する活動や
音楽表現を工夫する教材では、

個人の価値意識を
尊重するように配慮しています。

編修の基本方針１
　本教科書は、教育基本法 第二条（教育の目標）の第一号～第五号の達成を目指し、音楽科において主体的・
対話的で深い学びの実現に向けた授業が展開できるように編修しました。

音楽に関する幅広い知識を身に付け、音楽表現に必要な技能を習得しながら豊かな情
操を養うことを目指しています。

音楽に関する個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、音楽的な創造性を培うこと
を目指しています。

p.88  交響曲を味わおう

第一号

第二号

の達成のために

の達成のために

幅広い知識や教養、
音楽表現に必要な技能を
身に付けやすいように、

分かりやすい紙面構成を目指しました。
S A
M
P
L E

編 修 趣 意 書
受理番号 学校 教科 種目 学年

107 -131 高等学校 芸術 音楽Ⅱ
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

50 大修館 音Ⅱ 050-901 音楽Ⅱ　改訂版　Tutti＋

（教育基本法との対照表）
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p.106  世界の音楽と文化

春よ、来い 作詞・作曲：松
まつ
任
とう
谷
や
由
ゆ
実
み

編曲：足本憲治★

シンガー・ソングライター 松任谷由実の作詞・作曲で、同名のテレビドラマの主題歌として発表、1994年にアルバム「THE DANCING SUN」に収
録された。その後多くのアーティストによりカヴァーされ、東日本大震災や能登半島地震のチャリティー企画でも同曲が用いられた。
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歌声を響かせよう
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div.…divisi の省略形で, 声部を分けて演奏する。
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福島の詩人 和合亮一（1968〜）が、東日本大震災で被災した後にインターネット上で発表した「詩の礫
つぶて

」をもとに、新実徳英（1947〜）が作曲し
た「つぶてソング」の第１曲。原曲は独唱で、のちに女声合唱、混声合唱、男声合唱のために編曲された。

あなたはどこに 作詞：和
わ
合
ごう
亮
りょう
一
いち

作曲・編曲：新
にい
実
み
徳
とく
英
ひで
★

あ
な
た
は
ど
こ
に
居
ま
す
か
。

あ
な
た
の
心
は

風
に
吹
か
れ
て
い
ま
す
か
。

あ
な
た
の
心
は

壊
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
心
は

行
き
場
を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

命
を
賭
け
る
と
い
う
こ
と
。

私
た
ち
の
故
郷
に
、

命
を
賭
け
る
と
い
う
こ
と
。

あ
な
た
の
命
も
私
の
命
も
、

決
し
て
奪
わ
れ
る
た
め
に

あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

作曲者からのメッセージ

　東日本大震災の後、しばらく肉親や友人
と連絡が取れない日が続きました。そんな
時期に詩人から発せられた優しい言葉たち。
そんな状況を乗り越えた今も、私たちの心
にしみ込んでくる言葉を歌にしました。

新実徳英

伴奏
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合唱の表現を工夫しよう
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奏者や地域に
よって多様な
歌い方がある。

こきりこの打ち方

七寸五分 … 約23 cm     かなかいじゃ … じゃまになる   マドノサンサ … 囃
はや

しことば
踊りたか … 踊りたければ   いくせ … よこしなさい
ささら … 板状の木片を何枚も重ねて編んだ“びんざさら”のこと

富山県五箇山地方の民謡で、豊作を願って歌い踊り継がれている。伴奏には「こきりこ」や「ささら（びんざさら）」などが使用される。

※八本調子の笛を使用する

❷

左手が上がる。

p.61 お囃
はや

子
し

を楽しもうLINK

こきりこの打ち方を覚え、歌いながら打ってみよう（楽譜の のところで矢印の方向に打ちます）。

こきりこは、長さが七寸五分の2本の細竹で、歌の伴奏楽器として使用されます。

❶

右手で左の
こきりこを打つ。こ

❻

左の手首を回転させる。

❹

右手が上がる。り

❽

右の手首を回転させて
❶に戻る。

左手で右の
こきりこを打つ。き

❸

左手で右の
こきりこを打つ。の

❼

右手で左の
こきりこを打つ。こ

❺

富山県民謡　採譜：伊
い
野
の
義博

監修：越
えっ
中
ちゅう
五
ご
箇
か
山
やま
筑
きり
子
こ
唄
うた
保存会

篠
しの
笛
ぶえ
訳譜作成：石川憲

のり
弘
ひろ
★

こきりこ節
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四
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一

一 二 三 四 五 六 七 1 2 3 4 5 6六
・

0七三
 

メ 3
 

メ2
 

メメ

篠笛の音域と運指（八本調子の笛の場合）

Singing
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民謡や伝統音楽に親しもう

独
唱
・
斉
唱+

器

声
の
音
色
や
楽
器
と
の
合
わ
せ
方
を
工
夫
し
よ
う

　世界のさまざまな国々や地域に、その地で長く伝
承されてきた音楽があります。それぞれの音楽は、
西洋音楽とは異なる音階が使われていたり、拍子の
考え方が異なっていたりします。発声や唱法、楽器
の音色、リズムに着目しながら、世界の音楽を味わ
いましょう。

世界のさまざまな音楽の魅力世界のさまざまな音楽の魅力

　フラメンコは、スペイン南部のアンダルシア地
方で生まれた、カンテ（歌）とバイレ（踊り）と
トケ（ギター演奏）が一つになった芸術です。歌
手は、アラブ音楽にも通じる喉を締めつけた発声
で、声を張り上げて人生の喜怒哀楽を歌います。
踊り手は、歌やギターに合わせて、両手のカスタ
ネットを鳴らし、足で床を踏み鳴らすリズム（サ
パテアード）を取りながら踊ります。さらに手拍
子（パルマ）や「オレー」等の掛け声（ハレオ）
も加わり、フラメンコ独自の響きとリズムが生ま
れます。

　西アフリカのガーナ共和国は、かつては十数の王国
が栄えていた地で、伝統的な宮廷音楽が現代に受け継
がれています。アフリカで王権を象徴する楽器は太鼓
です。例えば、フォントムフロムとよばれる宮廷音楽
は、大きさの異なる樽

たる

型の片面太鼓と鉄製のベルで演
奏されます。最高首長をたたえる祭典「フェトゥ•ア
ファシェ」では、舟形の乗り物で運ばれる首長に続い
て、宮廷楽師団がフォントムフロムを演奏します。そ
の太鼓とベルの軽快なリズムに合わせて、数多くのグ
ループが趣向を凝らした衣装で踊る行列を、群衆が熱
狂的に迎えます。

　中国の北西にある新疆ウイグル自治区は、古代シルク
ロードの中継地で、西のイスラム文化を東へ伝えた地と
して知られています。その音楽と踊りもイスラム文化の
影響が色濃く、ペルシア（イラン）やアラブの音楽に通
じる楽器や理論があります。ウイグルで「ムカーム」と
呼ばれる音楽は、歌や器楽だけでなく踊りも含まれます。
祭りになれば、音楽家が豊作や愛の喜びを歌い、そのリ
ズミカルな演奏に合わせて村人が輪になって踊るという
ように、音楽と踊りは一体だからです。ウイグルの踊り
は躍動的で、手を高く挙げてくるくると回る旋回が特徴
です。

フラメンコ（スペイン）

ガーナの音楽と踊り（ガーナ） ウイグルの音楽と踊り（中国―新
しん

疆
きょう

ウイグル自治区）

ガーナ

スペイン
ミャンマー

中国〈江
こう

南
なん

地方〉

アゼルバイジャン 中国 ‒新
しん

疆
きょう

ウイグル自治区

世界の音楽と文化
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ほたるこい わらべうた
作曲：小倉 朗

ろう
☆

作曲家 小倉 朗（1916～90）は、日本民謡やわらべうたを素材とする合唱曲を多く作曲した。「ほたるこい」は、1958年に発表された「東北地方の
わらべうたによる九つの無伴奏女声合唱曲」の中の1曲。
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声
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唱

合唱の表現を工夫しよう
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心と心で 作詞：鮎
あゆ

川
かわ

めぐみ　作曲：千住 明
編曲：西澤健治★

1997年公開のアニメ映画「どんぐりの家」の主題歌。歌は高橋洋子。原作は山本おさむの漫画で、ろう学校の教師と聴覚などのさまざまな障がい
をもつ子どもたちの人間像を深く描いている。
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合唱の表現を工夫しよう

p.30  心と心で

p.8  春よ、来い p.22  あなたはどこに

音楽活動を通して自他の敬愛と協力を重んじ、公共の精神に基づき社会における音楽
の意味や役割を理解することを目指しています。

第三号
の達成のために

生命を尊び自然を大切にする心情を音楽活動を通して培い、その重要性を認識するこ
とを目指しています。

第四号
の達成のために

音楽に関する伝統と文化を尊重し、我が国や郷土の音楽文化を愛するとともに、他国
の音楽文化を尊重する態度を養うことを目指しています。

第五号
の達成のために

音楽の学習の中で
他者を思いやる優しい心を
養えるような歌詞の楽曲を
掲載しています。

我が国の伝統的な音楽や
諸外国の音楽を学習できる
教材を用意しています。

自然の美しさや生命を尊重する
内容を題材にした楽曲を掲載し、
これらに寄与する心を育むこと
ができるように配慮しました。

SA
MP
LE

S
A
M
P
L
E

S
A
M
P
L
E

S
A
M
P
L
E
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構成や内容
学校教育法第五十一条に示す高等学校教育の目標などを達成するため、以下の構成や内容を工夫をしました。

・・音楽に関する知識と技能がバランス良く身に付けられるよう、教材の配列や教科書全体の構成を工夫し
ました。

・・音楽における創造性を培うことを目指し、生徒一人一人の音楽への価値意識を尊重しながら学習を展開
するための教材を選択しました。

・・社会における音楽の意味や役割を理解するとともに、自他の敬愛や協力を重んじる音楽活動を設定しま
した。

・・楽曲に込められた思いやメッセージによって、生命や自然を大切にすることを意識できる教材を選択し
ました。

・・我が国や郷土の音楽に親しむとともに、我が国や他国の音楽文化を尊重する態度を養うことができるよ
う多様なジャンルの教材を選択しました。
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

歌唱　
Singing

● 音楽に関する知識と技能をバランスよく身に付け、生徒一人一人が音
楽への価値意識をもって歌唱表現できるように配慮しました。

● 合唱やアンサンブルの表現活動によって、自他の敬愛や協力を重んじ
ながら歌唱表現を工夫できるよう楽曲を選択しました。

● 自然や四季の美しさ、生命の大切さなどをテーマとした楽曲を取り上
げ、生命や自然を大切にすることを意識できるように配慮しました。

● 我が国や郷土の音楽や芸能、諸外国の音楽などさまざまなジャンルの
楽曲を取り上げ、音楽文化の理解が深まるよう工夫しました。

p.4～55

p.22～33

p.54〜55

p.26～27

p.30

p.18～21

p.34〜53

器楽
Playing Instruments

● 音楽に関する知識と技能をバランスよく身に付け、生徒一人一人が音
楽への価値意識をもって器楽表現できるように配慮しました。

● 演奏やアンサンブルの表現活動によって、自他の敬愛や協力を重んじ
ながら器楽表現を工夫できるよう楽曲を選択しました。

● 我が国や諸外国の楽器や楽曲を取り上げ、音楽文化の理解が深まるよ
う工夫しました。

p.56～75

p.62～75

p.56～61

創作
Creative Music Making

● 音楽に関する知識と技能をバランスよく身に付け、生徒一人一人が音
楽への価値意識をもって創作活動できるように配慮しました。

p.76～81

鑑賞
Appraising

● 音楽に関する知識を身に付け、生徒一人一人が音楽への価値意識を
もって鑑賞活動できるように配慮しました。

● 自然や四季の美しさ、生命の大切さなどをテーマとした楽曲を取り上
げ、生命や自然を大切にすることを意識できるように配慮しました。

● 我が国や郷土の音楽や芸能、諸外国の音楽などさまざまなジャンルの
楽曲を取り上げ、音楽文化の理解が深まるよう工夫しました。

p.82～113

p.87

p.82～87

p.106〜109

音楽理論・資料編 ● 音楽に関する基礎的・基本的な知識や技能を身に付けられるように配
慮しました。

p.114～125

p.37、p.39、p.43

対照表2

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3

　図書の内容・構成に基づき、特に意を用いた点や特色を示しています。

ユニバーサルデザインに配慮した紙面
　判読しやすい配色やUD書体を使用して、すべての生徒が学びやすい紙面づくりに配慮しています。
環境にやさしい教科書

　教科書の印刷は、地球の環境への影響を考慮し、環境に配慮した紙や植物油インキを使用しています。
見やすさに配慮した紙面

　A 4 判型を採用し、楽譜、文字、写真、図表などの見やすさに配慮しています。
学びを支えるWEBコンテンツ

　紙面掲載の二次元コードなどから、外国語の歌詞の朗読や楽器の演奏など学習に役立つWEBコンテンツ
を利用いただけます。
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p.16  からたちの花 p.42  Ich liebe dich
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※ 装飾音の演奏例
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ich　愛の願い
作詞：K.F.W.ヘロゼー
訳詞：藤浦 洸　
作曲：L.v.ベートーヴェン☆

ドイツの作曲家 ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven（1770〜1827）の作品。ヘロゼーの原詩による。「君を愛す」「優
しき愛」の邦題でも知られる、清

せい

澄
ちょう

な純愛が描かれた歌曲である。

d
デア
erやe

エア
rなどの“r”を強調して「デル」「エル」と歌うことがあります。

歌詞朗読／伴奏
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ドイツ語の歌を歌おう
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作詞者の北原白秋（1885～1942）が、少年時代を過ごした福岡県・柳
やな

川
がわ

市の「からたちの木」にまつわる思い出を詠んだものである。作曲は日本
楽壇の先駆者の一人 山田耕筰（1886～1965）である。

からたちの花 作詞：北原白秋
作曲：山田耕

こう
筰
さく
☆
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が
ら
発
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を
大
切
に
し
て
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お
う

独
唱
・
斉
唱

日本の歌を歌おう

p.8  春よ、来い

春よ、来い 作詞・作曲：松
まつ
任
とう
谷
や
由
ゆ
実
み

編曲：足本憲治★

シンガー・ソングライター 松任谷由実の作詞・作曲で、同名のテレビドラマの主題歌として発表、1994年にアルバム「THE DANCING SUN」に収
録された。その後多くのアーティストによりカヴァーされ、東日本大震災や能登半島地震のチャリティー企画でも同曲が用いられた。

8

歌
詞
を
味
わ
い
な
が
ら
表
現
を
工
夫
し
よ
う

同
声
二
部
合
唱

歌声を響かせよう

　本教科書は、音楽に関する知識や技能を身に付け、音楽表現を創意工夫し、音楽に対する自己の価値意識
を考え、主体的・協働的な音楽活動を展開することができるように教科書全体の構成及び内容を工夫しました。

教科書全体の構成
　表現と鑑賞の幅広い活動を通して、音楽の構造や背景、その多様性を理解し、音楽表現に必要な技能
を身に付けることを目指して、【歌唱 Singing】    【器楽 Playing Instruments】    【創作 Creative Music Making】

【鑑賞Appraising】【音楽理論・資料編】の構成としました。また、各教材や資料は、音楽表現を創意工
夫したり音楽を評価しながら聴いたりすることができるよう、学習内容の関連を図ることができるよう
に工夫しました。このことで、主体的・協働的に音楽の学習に取り組み、音楽文化の理解が深まること
を目指しています。

編修上特に意を用いた点や特色１

　生徒にとって身近な音楽や、長く親しまれている歌、郷土の音楽など、様々なジャン
ルの楽曲を取り上げました。外国語の原語による歌唱も体験できるよう配慮しました。

歌唱
Singing

S
A
M
P
L
E

S
A
M
P
L
E

編 修 趣 意 書
受理番号 学校 教科 種目 学年

107 -131 高等学校 芸術 音楽Ⅱ
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

50 大修館 音Ⅱ 050-901 音楽Ⅱ　改訂版　Tutti＋

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）



2

p.78「どじょっこ ふなっこ」を変奏してみよう

p.58  和楽器の演奏を楽しもう p.70  ギターの演奏を楽しもう

スクイ

ウチ ハジキ
（人さし指）

ハジキ
（薬指）

スリ

三味線 を弾こう
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•
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•

本
調
子

三の糸
二の糸
一の糸 （音高は相対音高）

調弦と勘所

三線譜（文化譜）の読み方

　３本の線は上から三の糸、二の糸、一の糸を表し、数字は勘
かん

所
どころ

を表します。
数字の下の線は音符の長さ、●は休符を示しています。
　左手の勘所を押さえる指は、通常人さし指を使用します。楽譜のⅡは中指、
Ⅲは薬指を使うことを示しています。

13121110♭987654#321 141#0＊

は開放弦を示す＊0

　弦を下からすくい上げるように弾く。 　ばちでは弾かず、左手の指先で勘所を打つ。

さまざまな奏法

ばちの持ち方

　ばちの重心を中心にして握り、右手の小
指と薬指でばちを挟みます。親指をばちの
表面にそえます。

構え方

　正座または椅子に浅
く座り、胴を右足太も
もの上に置き、その上
に右手を置きます。棹
は二の糸巻きが耳から
肩の高さ辺りになるよ
うに構えます。

東
とう

音
おん

 山内美穂

1. スクイ　ス、，

　左手の指で弦をはじく。開放弦は人さし指（ま
たは中指）で、勘所を押さえたときは薬指（また
は中指）ではじく。

3. ハジキ　ハ、，

2. ウチ　ウ、，

三の糸一の糸 二の糸

「勧進帳」から寄せの合
あい

方
かた

作曲：四
よん
世
せい
杵
きね
屋
や
六
ろく
三
さぶ
郎
ろう
　楽譜構成：山

やまの
内
うち
美
み
穂
ほ
★

　左手の指で弦を押さえたまま、擦り上げたり擦
り下げたりして、音の高さを変化させます。

4. スリ ，）、

三の糸
二の糸
一の糸

0
0

1
4

二の糸の開放弦 

二の糸の勘所１

一の糸の開放弦 

三の糸の勘所４

「寄せの合方」の演奏

奏法

　「三線譜（文化譜）の読み方」や「さまざまな奏法」を参照して、
三味線を弾いてみましょう。

勘所

棹
さお

糸
いと

巻
まき

❶❶❶ ❶❶❷

❶❶❶ ❶❶❷

Playing Instruments

58 59
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奏
を
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し
も
う

和楽器の演奏を楽しもう
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「どじょっこ ふなっこ」を変奏してみよう

◆変え方を試してみよう

& 42 œ œ œ œ œ jœ ‰ ～

●音の高さを変える。 ●�基本の和音をもとにいろいろな
弾き方を試してみよう。

& 86 .œ œ jœ œ jœ œ ‰ ～

●リズムを変える。

& 42 œ œ œ œ œ œ œ œ œ œ
Ÿ~~~~~~~

～

●装飾音を加える。

& 42 œ œ œ œ œ œ œ œ ～

& 42 œ œœ œœ œœ ～

? 42 œ œ œ ～

　「どじょっこ ふなっこ」の旋律をもとに、音楽を形づくっている要素を操作しながら変奏曲をつくってみま
しょう。

・・どんな感じにしたいか、どんな様子を表したいかなど、イメージをもってつくろう。
・・イメージに合う、楽器や音素材を選ぼう。

どじょっこ ふなっこ 山形地方方言　作曲：岡本敏明

旋律 伴奏
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　オーケストラのための音楽のジャンルにはさまざまなものがありますが、交響曲はその代表格です。18世紀の
ウィーンで完成された交響曲は、一般的に急・緩・メヌエット・急の四つの楽章をもちます。モーツァルトの「交響
曲第40番」を通して、オーケストラの響きや、主題が展開されたり再現されたりするおもしろさを味わいましょう。

　「交響曲第40番」は1788年に作曲されました。交響曲第39番、第41番とともに「三大交響曲」
として知られる、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（1756〜1791）晩年の作品で、
彼が残した数少ない短調の作品の一つです。弦楽器群、１本のフルートと、２本ずつのオーボ
エ、クラリネット、ファゴット、ホルンの小規模な編成をとります。

交響曲第40番 ト短調 K.550
ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart）

Wolfgang Amadeus Mozart

モーツァルト晩年の交響曲モーツァルト晩年の交響曲
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終結部

第１楽章

　疾走するような伴奏にのって、ヴァイオリンがト短
調の第１主題を提示します。橋渡しとなる部分を経て、
弦楽器とクラリネットなどが交替しながら、変ロ長調
（平行調）の第２主題を提示します。
　提示部の終結部では、第１主題の２度で下行する動
きが繰り返し用いられます。

　展開部では、第１主題が嬰へ短調で奏された後、転調を繰り返しながら高音域と低音域の間で交互に現れて展開
されます。

　静寂な部分を挟んだ後フォルテに転じ、２度で上行や下行する動きを多用した新たな旋律が現れ、展開部を締め
くくるための盛り上がりを見せます。

　２度で下行する動きが３回繰り返されることが特徴
的です。それに続いて跳躍した後、順次進行で降りて
きます。

　付点２分音符で延びた音からゆったりと下行する動
きをもちます。第１主題とは対照的に、やわらかな雰
囲気をもちます。

提示部

展開部

第１主題 第２主題

交響曲を味わおう
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交
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主
題
の
展
開
や
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き
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わ
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う

　録音技術や電子的な音の合成技術がなかった時代に育まれた伝統芸能では、自然の音や生活・社会の中の音は、言
葉による擬音や楽器、音具（音の出る道具や物）などを使って、ときには写実的にときには象徴的に表現してきまし
た。

　平家物語を素材にした演目。作者不詳。能では舞台装置をほとん
ど用いず、音楽は四拍子（能管、小

こ

鼓
つづみ

、大
おお

鼓
つづみ

、太鼓）による囃
はや

子
し

と
謡
うたい

（声楽）のみからなりますが、「俊寛」では太鼓を用いません。

「俊寛」あらすじ
　平家全盛の平安時代末期、法勝寺の僧の俊寛は、平家打倒の陰謀を企て
た罪により、藤原成経、平康頼とともに、鬼界が島に流されてしまう。し
ばらくして、都では、高倉天皇の后となった平清盛の娘の中宮徳子の安産
祈願のため、臨時の大赦が行われ、鬼界が島の流人も一部ゆるされること
となり、使者が派遣されるが、赦免状には俊寛の名前だけがなかった。

　狂言では擬音によってさまざまな音響を表現します。
「鐘の音」は主人に鎌倉へ行って金

かね

の値
ね

を聞いてこいと言わ
れた太郎冠者が、金の値と鐘
の音を取り違え、鎌倉の寺々
の鐘の音を聴いて回って主人
に報告して叱られる話です。
太郎冠者が寺々の鐘の音の違
いを擬音を駆使して表現し分
けるところが見どころです。

　歌舞伎の黒御簾では音具や楽器を駆使して、風音、
雪音、雨音、波音、動物の鳴き声、幽霊が登場する
ときの音など、さまざまな
音を表現しています。風音、
雨音、波音、動物の鳴き声
などは写実的に表現します
が、実際には存在しないは
ずの雪音は、太鼓で象徴的
に表現します。

能「俊
しゅん

寛
かん

」

狂言「鐘の音」 雪音（黒御簾音楽）

能・歌舞伎・文楽

自然の音や生活・社会の中の音と伝統芸能　鐘の音と雪の音

　能は、奈良時代に伝来した散
さん

楽
がく

を源流に室町時代に大成した古典芸能で、江戸時代には江戸幕府や諸藩の式楽（儀
式の音楽）にもなりました。歌舞伎は出

いずもの

雲阿
お

国
くに

がはじめた歌舞伎踊りに起源し、劇や舞踊を発達させた古典芸能、文
楽は三味線の伴奏で太夫が語る浄瑠璃に人形劇が加わったものです。歌舞伎と文楽は江戸時代には常設の劇場で上演
され、庶民の間に人気を博しました。

　近松門左衛門作の人形浄瑠璃。『平家物語』や能『俊寛』を素材にして独自の脚色を加えたもの。享保４年（1719
年）８月12日に大坂竹本座で初演され、その後、歌舞伎にも移されました。二段目「鬼界が島の段」が著名で、こ
の段のみを『俊寛』の題で上演することが多くなっています。
　文楽では、太夫の語りと三味線、人形使いが一体となって物語が進行します。人形は三人で一体の人形を操る独特
の形態で繊細な表現を可能にして
います。
　歌舞伎では舞台機構が発達し、
さまざまな大道具や小道具が用い
られます。音楽は三味線、浄瑠璃、
黒御

み

簾
す

音楽など多様なものが演目
や場面によって用いられます。

人形浄瑠璃、歌舞伎「平家女
にょ

護
ごの

島
しま

」

人形浄瑠璃「平家女護島」 歌舞伎「平家女護島」

日本の音楽と文化
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日
本
の
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ま
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う

　世界のさまざまな国々や地域に、その地で長く伝
承されてきた音楽があります。それぞれの音楽は、
西洋音楽とは異なる音階が使われていたり、拍子の
考え方が異なっていたりします。発声や唱法、楽器
の音色、リズムに着目しながら、世界の音楽を味わ
いましょう。

世界のさまざまな音楽の魅力世界のさまざまな音楽の魅力

　フラメンコは、スペイン南部のアンダルシア地
方で生まれた、カンテ（歌）とバイレ（踊り）と
トケ（ギター演奏）が一つになった芸術です。歌
手は、アラブ音楽にも通じる喉を締めつけた発声
で、声を張り上げて人生の喜怒哀楽を歌います。
踊り手は、歌やギターに合わせて、両手のカスタ
ネットを鳴らし、足で床を踏み鳴らすリズム（サ
パテアード）を取りながら踊ります。さらに手拍
子（パルマ）や「オレー」等の掛け声（ハレオ）
も加わり、フラメンコ独自の響きとリズムが生ま
れます。

　西アフリカのガーナ共和国は、かつては十数の王国
が栄えていた地で、伝統的な宮廷音楽が現代に受け継
がれています。アフリカで王権を象徴する楽器は太鼓
です。例えば、フォントムフロムとよばれる宮廷音楽
は、大きさの異なる樽

たる

型の片面太鼓と鉄製のベルで演
奏されます。最高首長をたたえる祭典「フェトゥ•ア
ファシェ」では、舟形の乗り物で運ばれる首長に続い
て、宮廷楽師団がフォントムフロムを演奏します。そ
の太鼓とベルの軽快なリズムに合わせて、数多くのグ
ループが趣向を凝らした衣装で踊る行列を、群衆が熱
狂的に迎えます。

　中国の北西にある新疆ウイグル自治区は、古代シルク
ロードの中継地で、西のイスラム文化を東へ伝えた地と
して知られています。その音楽と踊りもイスラム文化の
影響が色濃く、ペルシア（イラン）やアラブの音楽に通
じる楽器や理論があります。ウイグルで「ムカーム」と
呼ばれる音楽は、歌や器楽だけでなく踊りも含まれます。
祭りになれば、音楽家が豊作や愛の喜びを歌い、そのリ
ズミカルな演奏に合わせて村人が輪になって踊るという
ように、音楽と踊りは一体だからです。ウイグルの踊り
は躍動的で、手を高く挙げてくるくると回る旋回が特徴
です。

フラメンコ（スペイン）

ガーナの音楽と踊り（ガーナ） ウイグルの音楽と踊り（中国―新
しん

疆
きょう

ウイグル自治区）

ガーナ

スペイン
ミャンマー

中国〈江
こう

南
なん

地方〉

アゼルバイジャン 中国 ‒新
しん

疆
きょう

ウイグル自治区

世界の音楽と文化
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左 手

p

i
m a

（ch）

右 手

0…開放弦

きらきら星 フランス民謡　編曲：佐藤麻耶★

シューベルトの子守歌
作曲：F. シューベルト　編曲：佐藤麻耶★

左指は、フレットのすぐ横を、
指板に対して垂直に押さえると
いいよ。
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ギターの演奏を楽しもう

p.88  交響曲を味わおう p.86  日本の音楽と文化 p.106  世界の音楽と文化

p.80  楽器の音色やリズム・パターンを 
	 生かして音楽を構成してみよう

Ａのリズム・パターン

楽器の音色やリズム・パターンを生かして音楽を構成してみよう

　打楽器の音色や、楽器の特性を生かしたリズム・パターンに着目して、音楽を構成してみましょう。

22

11

33

　ウッドブロックに合わせて、 Ａのリズム・パターン （トライアングル、クラベス、タンブリン）を演奏しよう。

　時計の音やメトロノームなどをイメージして、ウッドブロックを一定の速度で拍を打とう。

　 Ａのリズム・パターン  を反復したり、重ね方を工夫したりして８小節の音楽を構成しよう。

ウッドブロック 繰り返す

ウッドブロックは、速度が保てるように
頑張って！

「Rhythmttraction!!」(リズムトラクション)はメトロノームに合わせて、さまざまな打楽器を練習する姿を表現した曲。実際に演奏してみるとメト
ロノーム役のウッドブロックが打つ拍が、他の楽器の演奏するリズムに影響され、速度の維持が難しい。

ウッドブロック

トライアングル

クラベス

タンブリン

●トライアングル ●クラベス ●タンブリン

＋（クローズド）	…響きを止めて打つ
○（オープン）	 …響かせて打つ

（トレモロ）… 	楽器を細かく振る
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　箏や三味線などの和楽器や、リコーダーやギターなど、生徒にとって身近な楽器を取
り上げました。また、独奏や重奏、アンサンブルなど、様々な演奏形態で表現すること
ができるよう配慮しました。

　音楽を構成することや旋律をつくること、音楽の要素を生かして変奏・編曲するなど
の創作活動が展開できるように配慮しました。

器楽

創作

Playing Instruments

Creative Music 
Making

　長く親しまれてきた音楽、我が国の郷土の音楽や芸能など、様々なジャンルや時代、
地域の楽曲を取り上げました。我が国の音楽や芸能では、歴史的背景や関係性なども理
解できるように教材の配列を工夫しました。

鑑賞
Appraising

二次元コードから
Webコンテンツに
アクセスできます。
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　音の高さを表す言葉というと、音楽の授業でよく使われる「ドレミ…」がありますが、これはイタリア語
の呼び名です。日本語による表記は、カタカナやひらがなの「イロハ…」です。よく曲名に付記される「ハ
長調」「ト短調」などの「ハ」や「ト」はこの日本語表記の音名です。また、英語やドイツ語による音名は
アルファベットで表されます。和音を表すコードネームには英語の表記が用いられます。
　音の高さの表し方には大きく二つあり、「音名」と呼ばれる絶対的な高さを表す名前と、「階名」と呼ばれ
る相対的な高さを表す名前です。日本においては、前者の「音名」には日本語表記やドイツ語表記、後者の
「階名」にはイタリア語表記を用いることが一般的です。

音の名前

p.114 大譜表と音名LINK

& w w w w w w w
w

日本語
ドイツ語
英語

イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト イ
A
アー

H
ハー

C
ツェー

D
デー

E
エー

F
エフ

G
ゲー

A
A
エー

B
ビー

C
シー

D
ディー

E
イー

F
エフ

G
ジー

A

　音階とは音楽で使う音を高さ順に並べたものです。日本をはじめ世界各地に固有の音階があり、それぞれ
の音楽を特徴づける一つとなっています。ここでは西洋音楽で使用される長音階と短音階の仕組みを見てみ
ましょう。

○短音階の特徴
　下の図は、イ音から始まる短音階（自然的短音階）を示しています。楽器で音を出してみましょう。半音
と全音の並び方は「全音―半音―全音―全音―半音―全音―全音」となり、長音階とは異なる雰囲気が感じ
られます。

○長音階の特徴
　下の図は、ハ音から始まる長音階を示しています。白鍵どうしが隣り合っている部分と、間に黒鍵がある
部分があります。前者は半音（短２度）、後者は全音（長２度）の音程です。半音と全音の並び方「全音―
全音―半音―全音―全音―全音―半音」が長音階の特徴をつくり出しています。

全 全 半
全 全 半 全

教科書R5譜例b

ド ドレミ ソラシファ

半 全 全
全 半 全 全

教科書R5譜例c

ドレミ ソラファラシ

※音階の始まりの音を主音といいます。

長音階と短音階

Singing
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コンピュータと目的に応じたソフトウェアを使用して、音楽を制作しよう
を活用しよう

楽譜を入力してみよう

　「トラック」という区分ごとに、MIDIデータを入
力します。MIDIデータは、演奏情報をデジタルデー
タとして記録したもので、入力後の変更も可能です。
実際には、トラック１には「ギター」、トラック２
には「キーボード」のように分けて入力します。

　「オーディオトラック」に楽器の演奏を録音したり、
録音済みのオーディオデータを入力したりします。
オーディオデータは演奏を録音したものですから、
後から変更する場合は録音し直す必要があります。
また変更箇所のみを録音し差し替えることも可能で
す。

　入力・録音したものは完成度を高めるためにミックスやマスタリングを行います。ミックスでは各トラック
のバランスなどを調整し、マスタリングでは再生したときの聞こえ方を意識し最終調整を行いオーディオデー
タとして完成させます。また、近年はスマートフォンで音楽を作るソフトも登場し、直感的に操作できるもの
が多くなっています。これを活用して音楽を制作することもできます。

　DAWなどのソフトを使って、ヴォーカル、ギター、キーボード、ベース、ドラムスの各パートをトラッ
クに割り当て、入力してみよう。

DAWソフトを使って
MIDI データを入力する

DAWソフトを使って
オーディオデータを入力する

　コンピュータで音楽を制作するには、DAW（デジタル・オーディオ・ワークステーション）などのソフトウェアを使い、
パソコンでデータを入力する方法や、楽器などの演奏を録音する方法などがあります。

作曲：二
ふた
川
かわ
　碧

あお い
衣涙色マーレ

バンドの音源を
作ってみよう！

楽譜

ヴォーカル

ギター

キーボード

ベース

ドラムス
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　知的財産権は、「産業財産権」と「著作権」の二つに大きく分けられます。「産業財産権」は申請し登録し
なければ権利が発生しませんが、「著作権」は著作物を創作した時点で自動的に権利が発生します。保護され
る権利期間はそれぞれ異なりますが、「著作権」は著作者の死後70年間となっています。

産業財産権
次の四つに分けられ、特許庁の管轄

著作権
複数の権利の集まりで、文化庁の管轄

1．特許権 高度で技術的なアイデアの保護
2．実用新案権 技術的なアイデアの保護
3．意匠権 デザインの保護
4．商標権 商品名やロゴマークの保護

著作権は、「著作者人格権」と「著作権（財
産権）」の二つで構成されています。
また、「著作隣接権」という演奏家や俳優など、
作品を広める人々の権利もあります。

※作品に応じて編成は変わることがある。オーケストラの配置例

スネア・ドラムバス・ドラムシンバル

トランペット

ホルン

グロッケン
シュピール

シロフォン

ハープ

クラリネット

フルート

指揮者

ファゴット

テナー・
サクソフォーン

オーボエ アルト・サクソフォーン
コントラバス

チューバアルト・
クラリネット

ユーフォニアム

バス・
クラリネット

バリトン・
サクソフォーン

Eb
クラリネット

トロンボーン

ティンパニ… 木管楽器
… 金管楽器
… 弦楽器
… 打楽器
… 編入楽器の例

第１ヴァイオリン

第２ヴァイオリン

ハープ
ピアノ

バス・
ドラム

スネア・
ドラム

シンバル

ティンパニ

トランペット

バ
ス・

ク
ラ
リ
ネ
ット

ピ
ッ
コ
ロ

クラリネット
ファゴット

イ
ン
グ
リッ
シ
ュ・

ホ
ル
ン

コ
ント
ラ・
フ
ァ
ゴ
ット

テナー・トロンボーン

バス・
トロンボーン チューバ 

ホルン コントラバス

チェロ

ヴィオラ指揮者

… 弦楽器
… 木管楽器
… 金管楽器
… 打楽器
… 編入楽器
　 の例

… 1管編成
… 2管編成で加わる
… 3管編成で加わる
… 作品に応じて
　 加わる場合がある

※

フルート オーボエ

※

※

※※

※
※

先生、文化祭のステージでバンド演奏する
ことが決まりました。今、流行の曲を体育
館で演奏しますが、来校者もいることから
著作権者の許諾を得る必要はありますか。

資料

知的財産権について理解しよう

文化祭のステージは、入場料がなく出演者に報酬もあ
りませんので、著作権者の許諾手続きをせずに演奏す
ることができます。入場料を徴収する、あるいは出演
者に報酬が支払われる場合は、著作者の許諾の手続き
が必要になります。

①～④のそれぞれで、著作権者の許諾は必要
になるか考えてみましょう。 
また、文化庁のホームページなどで著作権に
ついて調べてみましょう。

①Ａさんたちのバンド演奏の動画をスマートフォンで 
　撮りたいのですが許諾は必要ですか？ 
②撮影した動画は、まず自宅で聴こうと思っています。 
③その後、動画の音声をCDにコピーして希望者に配 
　付したいと考えています。 
④また、動画をインターネットで配信する予定です。

著作権（財産権）の種類

複製権　上演権及び演奏権　上映権
公衆送信権等
口述権　展示権　頒布権　譲渡権　
貸与権　翻訳権、翻案権等
二次的著作物の利用に関する原著作者の
権利

著作権はどのような権利？
　著作権は、著作権法で定められている、著作物の無断使用を
制限し著作者の利益を守る権利です。「著作者人格権」は著作
者の精神的利益を、「著作権（財産権）」は著作者の財産的利益
を守る権利です。なお、「著作者人格権」は著作者自身の権利
のため他者への譲渡はできませんが、「著作権（財産権）」は譲
渡や相続が可能で、管理を団体などに委託することもできます。
　著作物を利用する際は、著作権者の権利を侵害することのな
いように注意が必要です。

資料

Ａさん

Ｂさん

125
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奏者や地域に
よって多様な
歌い方がある。

こきりこの打ち方

七寸五分 … 約23 cm     かなかいじゃ … じゃまになる   マドノサンサ … 囃
はや

しことば
踊りたか … 踊りたければ   いくせ … よこしなさい
ささら … 板状の木片を何枚も重ねて編んだ“びんざさら”のこと

富山県五箇山地方の民謡で、豊作を願って歌い踊り継がれている。伴奏には「こきりこ」や「ささら（びんざさら）」などが使用される。

※八本調子の笛を使用する

❷

左手が上がる。

p.61 お囃
はや

子
し

を楽しもうLINK

こきりこの打ち方を覚え、歌いながら打ってみよう（楽譜の のところで矢印の方向に打ちます）。

こきりこは、長さが七寸五分の2本の細竹で、歌の伴奏楽器として使用されます。

❶

右手で左の
こきりこを打つ。こ

❻

左の手首を回転させる。

❹

右手が上がる。り

❽

右の手首を回転させて
❶に戻る。

左手で右の
こきりこを打つ。き

❸

左手で右の
こきりこを打つ。の

❼

右手で左の
こきりこを打つ。こ

❺

富山県民謡　採譜：伊
い
野
の
義博

監修：越
えっ
中
ちゅう
五
ご
箇
か
山
やま
筑
きり
子
こ
唄
うた
保存会

篠
しの
笛
ぶえ
訳譜作成：石川憲

のり
弘
ひろ
★

こきりこ節
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篠笛の音域と運指（八本調子の笛の場合）
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民謡や伝統音楽に親しもう

独
唱
・
斉
唱+

器

声
の
音
色
や
楽
器
と
の
合
わ
せ
方
を
工
夫
し
よ
う

キャラクター「とり先生と生徒たち」
　先生と生徒たちのキャラクターによって、学習のヒントや手順を示したり補足説明したりすることで主体
的な学習活動を促します。

リンクマーク
　リンクマークは、学習内容が関連するページを示しています。学習内容を確認したり発展させたりするこ
とができるように工夫しました。

　音楽に関する基礎的・基本的な知識や技能を身に付けられるように配慮しました。ま
た、生活や社会の中の音楽の役割や意味を考え、音楽文化の理解を深められる資料を掲
載しました。

音楽理論・
資料編

その他の特色

○社名入る○

あなたにとって音楽はどんな存在ですか？
これまでも音楽に癒され、励まされ、美しい音色や響きに心を動かされてきたことでしょう。

「Tutti( トゥッティ )」はイタリア語の音楽用語で「総奏」という意味です。
本教科書は「みんなで音楽を楽しんでほしい」という願いを込めて編集されており、

さまざまな音楽が紹介されています。
さあ、ページを開いて学習を進め、まだ知らない音楽の世界をみんなで体験しましょう。

p.61 お囃
はや

子
し

を楽しもうLINK
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教材名 該当箇所

Ａ 表現 Ｂ 鑑賞

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作
ア イ

ア
イ ウ

ア
イ ウ

ア イ
ウ

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ
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言
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性
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発
声
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関
わ
り
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唱
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現
の
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声
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能

調
和
を
意
識
し
て
歌
う
技
能
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現
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徴
を
生
か
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歌
う
技
能

知
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や
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
創
意
工
夫

曲
想
と
音
楽
の
構
造
や
背
景
と
の
関
わ
り

曲
想
と
音
色
や
奏
法
と
の
関
わ
り

様
々
な
器
楽
表
現
の
特
徴

奏
法
、
身
体
の
使
い
方
な
ど
の
技
能

調
和
を
意
識
し
て
演
奏
す
る
技
能

表
現
形
態
の
特
徴
を
生
か
し
て
演
奏
す
る
技
能

知
識
や
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
創
意
工
夫

音
素
材
、
响
き
、
音
階
や
音
型
、
構
成
上
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解

反
復
、
変
化
、
対
照
を
活
用
す
る
技
能

旋
律
、
副
次
的
旋
律
、
和
音
な
ど
を
付
け
る
技
能

要
素
を
変
化
さ
せ
変
奏
や
編
曲
を
す
る
技
能

曲
や
演
奏
に
対
す
る
評
価
と
そ
の
根
拠

音
楽
の
意
味
や
価
値

音
楽
表
現
の
共
通
性
や
固
有
性

曲
想
や
表
現
上
の
効
果
と
音
楽
の
構
造
と
の
関
わ
り

音
楽
の
特
徴
と
背
景
、
他
芸
術
と
の
関
わ
り

我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
の
種
類
と
特
徴

Pretender／Tomorrow／島唄／
春よ、来い／Hum With Me..／Ave Maria

p.４〜13 ○ ○ ○ ○ ○ ○

風の子供／からたちの花 p.14～17 ○ ○ ○ ○

こきりこ節／能「羽衣」から上歌／
朗詠「嘉辰」

p.18～21 ○ ○ ○ ○

あなたはどこに／たからもの／
ほたるこい／Moon river／
大きな古時計／心と心で／
Amazing grace／いのちの名前／
想い出がいっぱい

p.22～33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Core ’ngrato（カタリ・カタリ）／
Piacer d’amor（はかなし愛の誓い）／
Nessun dorma（誰も寝てはならぬ）

p.34～38 ○ ○ ○ ○

Auf Flügeln des Gesanges （歌の翼に）／
Ich liebe dich（愛の願い）

p.40～43 ○ ○ ○ ○

Yesterday once more／Let it be／
Take me home, country roads

（故郷へ帰りたい）／
Over the rainbow（虹の彼方に）

p.44～49 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Les feuilles mortes（枯葉） p.50 ○ ○ ○ ○

Tout, tout pour ma chérie
（シェリーに口づけ）

p.51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

草原情歌（ツァオユァンチンゴ） p.52 ○ ○ ○ ○

도라지 타령（トラジ タリョン） p.53 ○ ○ ○ ○ ○

Deck the hall with boughs of holly
（ひいらぎかざろう）／
You are my sunshine

p.54～55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

箏曲「六段の調」から初段／
「勧進帳」から寄せの合方／
てぃんさぐぬ花

p.56～60 ○ ○ ○ ○

「管弦楽のための木挽歌」から p.61 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Down by the sally gardens
（サリーガーデン）／
「交響曲第１番」から第４楽章／
Air〜「水上の音楽」から〜／
風の谷のナウシカ 〜エンディング〜／
眠れ、よい子 ／ ほたるこい／ 
雪のおどり／アレルヤ／
ニュー・シネマ・パラダイス〜タイトル曲〜／
二人だけの映写会／愛のテーマ

p.62～67 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cavatina／Can’t help falling in love
（好きにならずにいられない）／
きらきら星／シューベルトの子守歌 ／

「Heart and Soul」によるギター・エチュー
ド／「これは何とすばらしい響きだ…」によ
るギター・エチュード

p.68～71 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対照表2
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教材名 該当箇所

Ａ 表現 Ｂ 鑑賞

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作
ア イ

ア
イ ウ

ア
イ ウ

ア イ
ウ

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

知
識
や
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
創
意
工
夫

曲
想
と
音
楽
の
構
造
や
背
景
と
の
関
わ
り

言
葉
の
特
性
と
発
声
と
の
関
わ
り

様
々
な
歌
唱
表
現
の
特
徴

発
声
、
発
音
な
ど
の
技
能

調
和
を
意
識
し
て
歌
う
技
能

表
現
形
態
の
特
徴
を
生
か
し
て
歌
う
技
能

知
識
や
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
創
意
工
夫

曲
想
と
音
楽
の
構
造
や
背
景
と
の
関
わ
り

曲
想
と
音
色
や
奏
法
と
の
関
わ
り

様
々
な
器
楽
表
現
の
特
徴

奏
法
、
身
体
の
使
い
方
な
ど
の
技
能

調
和
を
意
識
し
て
演
奏
す
る
技
能

表
現
形
態
の
特
徴
を
生
か
し
て
演
奏
す
る
技
能

知
識
や
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
創
意
工
夫

音
素
材
、
响
き
、
音
階
や
音
型
、
構
成
上
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解

反
復
、
変
化
、
対
照
を
活
用
す
る
技
能

旋
律
、
副
次
的
旋
律
、
和
音
な
ど
を
付
け
る
技
能

要
素
を
変
化
さ
せ
変
奏
や
編
曲
を
す
る
技
能

曲
や
演
奏
に
対
す
る
評
価
と
そ
の
根
拠

音
楽
の
意
味
や
価
値

音
楽
表
現
の
共
通
性
や
固
有
性

曲
想
や
表
現
上
の
効
果
と
音
楽
の
構
造
と
の
関
わ
り

音
楽
の
特
徴
と
背
景
、
他
芸
術
と
の
関
わ
り

我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
の
種
類
と
特
徴

八木節音頭／The raiders march p.72～75 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

動機をもとにして音楽をつくろう p.76～77 ○ ○ ○

「どじょっこ ふなっこ」を変奏してみよう p.78～79 ○ ○ ○

楽器の音色やリズム・パターンを生かして
音楽を構成してみよう

p.80～81 ○ ○ ○

宮中の神楽（御神楽）／国風歌舞「東遊」／
舞楽「抜頭」／管絃「抜頭」／四智梵語讃／
那須与一

p.83～87 ○ ○ ○ ○ ○ ○

交響曲第40番 ト短調 K.550 p.88～89 ○ ○ ○ ○ ○

トゥーランドット／キャッツ p.90～93 ○ ○ ○ ○

吹奏楽のための第１組曲変ホ長調op.28-1 p.94～95 ○ ○ ○ ○ ○

「組曲」op.25 から「プレリュード」／
時の終わりのための四重奏曲／
ソナタとインターリュード／
24の前奏曲 op.53／
弦楽のためのレクイエム

p.96～97 ○ ○ ○ ○ ○

ピアノ協奏曲第１番 ホ短調 op.11／
交響詩「ローマの松」／
ペール・ギュント第１組曲 op.46／
ラプソディ・イン・ブルー／
バレエ組曲「エスタンシア」op.8a／
リベルタンゴ

p.98～101 ○ ○ ○ ○ ○

ピアノソナタ第2番 op.35 第1楽章から p.102～103 ○ ○ ○

グレゴリオ聖歌の「アヴェ・マリア」／
アヴェ・マリア（ジョスカン・デプレ）／
アヴェ・マリア（シャルル・グノー）

p.104 ○ ○ ○ ○ ○

無伴奏ヴァイオリンのためのソナタとパ
ルティータより「シャコンヌ」／
フルートとハープのための協奏曲／
サクソフォーンと管弦楽のためのラプソディ
／パガニーニ・パーソナル

p.105 ○ ○ ○ ○ ○

世界のさまざまな音楽の魅力 p.106～107 ○ ○ ○ ○ ○

世界への扉 p.108～109 ○ ○ ○ ○ ○

見上げてごらん夜の星を／
残酷な天使のテーゼ

p.120～121 ○ ○ ○ ○ ○

I Saw The Light p.122～123 ○ ○ ○ ○ ○


